
Eコース

会津エリア

恋する会津 ～食って、作って、学ばんしょ～



恋する会津～食って、作って、学ばんしょ～

農家民泊での農業体験を通じて震災
から立ち上がる地域の方の思いを知る
とともに、会津の自然・伝統・文化の
魅力を学ぶ。

ツアーのテーマ・コンセプト



グリーン・ツーリズム
～喜多方ふれあい農泊体験～



会津の歴史、文化に触れる
飯盛山散策 さざえ堂見学

赤べこ絵付け体験



ときを越えた会津の魅力

塔のへつり大内宿



七日町の魅力を知る

ワンコインスイーツ体験
七日町でカフェ起業した
西本真理子さんの講話



会津の食を満喫！
ソースかつ丼 朝ラー ねぎそば



SNSでの情報発信
Instagram

Twitter



会津のイメージ ～訪れる前～

はっきりとした会津のイメージがなかった

会津…？ 首都圏学生は何
に惹かれる？？

首都圏学生が会津の何に惹かれるのか
わからない

首都圏学生

県内学生



会津のイメージ ～訪れた後（首都圏学生）～
「漠然とした『福島』というイメージが…」



会津のイメージ ～訪れた後（県内学生）～
「気づいていない観光資源に気づけた！」



会津エリアからの５つの提案

首都圏高校への
情報発信

首都圏の学生が考えた
モニターツアー

若い人から繋げる
風評の払拭

子持ちの主婦に向けた
広告・食育ツアー

大学生協やサークル
とのコラボ





「 に、

会津の個性を伝えたい！」

ターゲット：首都圏に住む大学生



なぜ大学生なのか？

発信力がある
SNSを多用している

未来に影響力がある
将来の日本の社会を引っ張る役割



情報発信する手段の提案

①大学生協のトラベルセンターへの提案

大学生協と一緒にツアーを考える。

Ex.)一目で会津に行きたくなる表紙・ラーメン特集etc.

②大学内のフリーペーパーサークルとのコラボ

会津の特集を組んでもらう



３．大学生だからこそできる
大学内でのツール活用

２．首都圏の大学生にとって魅力的な
会津の個性を伝えられる

１．旅行に興味のある学生の目に留まる

大学内で連携するメリット（効果）



首都圏の旅行したい大学生に会津の個性を伝える！
↓
旅行先に会津を選んでもらう！
↓
会津の魅力、震災についてなど
知ってもらい、発信してもらう！
↓
会津の未来、日本の未来にも好影響！？



「首都圏高校への情報発信」

知ってくんつぇ！
～未来へ紡ぐおもてなしの糸～



目的 若い世代に福島の安全さを知ってほしい

ターゲット 高校の教師

高校生に知ってもらう！



理由

•福島って放射能で危ない、福島の農作物って危険、
福島観光地が少ないなどツアー前は思っていた

•実は危なくない、野菜もお
いしいし観光地も多い！

•高校の先生からの言葉は
信憑性がある



発信内容
・放射能のこと

・観光地のこと

ex)飯盛山、鶴ヶ城、大内宿



発信方法

・参加者の母校を訪問してプレゼンテーション

ex) 東京都や神奈川県の高校

・自作のポスター

訪問した学校にポスターを貼ってもらう



福島くいっちぃ～

提 案 ３

首都圏学生が考えた
モニターツアー



実際にスタディツアーを体験していった首都圏の大学生
が福島に興味を持っていた。

首都圏の大学生が、農泊や様々な観光地に感動。

他の大学生にも福島の魅力を知ってほしい。



福島に来たことのない首都圏の
大学生をどうやって呼び込むか



観光地を紹介しま～す



１日目に農家体験をしてもらい、福島の野菜は
安全ということを知ってもらう。そして学校に戻り、
口コミとして広めてもらう。

２日目に今回参加した首都圏の学生が考えた
プランを行う。

→現地の学生が東京へ行き、学習会を行う。
→現地ではなく首都圏の学生が伝えることにより
信憑性が高く、受け入れられやすい。

モニターツアーの内容



若い人から繋げる風評の払拭
提案 その４



ターゲット

若い人
→現代の日本のイメージを作り、発信しているから
未来の日本を作るから



訪問をして感じたこと

福島の方々は震災当時と変わらず風評被害に苦しんでいた

→農泊体験のキャンセル

→大内宿での観光客減少

私たちの
関心が薄くなっていることが原因ではないか…？



これから行いたい情報発信

～上智大学～

留学生に福島の野菜をアピール

→ベジタリアンへの意識が高い

→留学生との関わりも多い

（８０カ国以上、約１,５００人）

出典 : 上智大学ホームページ

福島の物産展に連れていく
（ふくしまフェスタ、日本橋ふくしま館など）



これから行いたい情報発信

～法政大学～
学生企画のボランティアで正しい知識を身に付けてもらう

「福島の風評被害」をテーマに、
・専門家による講義
・ワークショップ等の開催

＊テクノアカデミーの学生をはじめ、
福島の方々と共同で計画・実施

出典：法政大学HP（いわき明星大学
環境放射線測定室にて）



「うちのかぁちゃんに
知らせたい！」

～子持ちの主婦に向けた

広告・食育ツアーの実施～

提案５



ターゲット：子持ちの主婦

福島の農産物 消費者PR

福島の農産物 販売店舗
(スーパー等)

消費者



ひとのからだは
食べたものからできている



具体的な解決方法① 電子広告＆しおり
作成者：大学生



具体的な解決方法② 食育ツアー
担い手：県や自治体



最後に ～まとめ～

・知ることから始める！

・自分の当たり前が当たり前じゃない

・このスタディツアーは続ける



ご清聴ありがとうございました！


